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佐渡市地球温暖化防止ロゴマーク決定！！
　市が地球温暖化防止の啓発を目的にロゴマークの募集をしたところ、全国から１９作品
の応募がありました。
　審査の結果、青森県弘前市の工藤和久さんの「佐渡おけさの笠をかぶって日除けする地
球」を描いた作品が優秀賞に選出されました。
　アイドリングストップや省エネルギーの推進など、地球温暖化防止に向け、市民・事業者
の皆さまのご協力をお願いします。
お問い合わせ　　市役所　トキ共生・環境課（環境企画係）　☎63─3113

電気自動車がトライアスリートをサポートします
「佐渡国際トライアスロン大会」のオフィシャルカーとして
  電気自動車が選手をサポートします。
　走行中の排気ガスゼロで環境にやさしい大会を目指します。

★　電気自動車の性能（軽自動車タイプ）
　　一充電走行距離 80km（実用走行）
　　充電時間（通常） 約8時間（AC100V）
　　充電時間（急速） 約15分（AC200V）80%まで充電
※電気自動車の出展協力： 東京電力株式会社、富士重工業株式会社
 有限責任中間法人電動車両普及センター
 ＥＶ安全協会佐渡
電気自動車の出展は「エコアイランド佐渡」を目指す市の取組みに協賛する企業から協力をいただいたものです。
お問い合わせ　市役所　トキ共生・環境課（環境企画係）☎63─3113

市民環境大学
　　　公開講座のお知らせ

日 時　８月３１日（日）午後７時から
会 場　金井コミュニティセンター　１階　ホール
演 題　「アマゾンの百姓語る！地球の肺と私たち」
 講師　アマゾニア森林保護植林協会　
 　　　会長　長坂 優さん
入場無料
概 要：「地球の肺」アマゾンが危ない！
　地球の大気汚染は年々ひどくなっています。開発
によって地球上から緑が減少していくにつれ、人間
が生きていくために必要な新鮮な酸素も失われてい
きます。このまま、無計画な開発が続けられ、森林破
壊が進めば、人類はもちろん、地球上の生き物全て
に危機が訪れることでしょう。
お問い合わせ
　市役所　トキ共生・環境課（環境企画係）
　☎63─3113

「そのフンは、誰が処理するの？」
　～フンの処理は飼い主の最低限のマナー！～

　犬のフンによる苦情が後を
絶ちません。自分の敷地の周り
に犬のフンが置き去りになって
いたら、どのような気持ちにな
りますか？何も言わずとも、近
所の方は迷惑に思っています。
飼い主のマナーですので、気を
つけましょう。

「犬のトラブル！誰の責任？」　
　～放し飼いは絶対しない！～

　犬の放し飼いや散歩時の不注意で、他人に怪我
を負わせる事故が多発しています。このような事故
が発生した場合は、全て飼い主の責任となります。
重大な事故とならないよう飼育管理には十分気をつ
けましょう。
市役所 トキ共生･環境課（環境対策係）　☎63─3113
または各支所 市民課（市民生活係）

ペット飼育のマナーとルールを守り、
          住みよい環境にしましょう！

青森県弘前市　工藤和久さんの作品


